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令
和
六
年
十
月
五
日

（
土
）

▼

午
前
十

一
時

於

三
輪
明
神

大
神
神
社
拝
殿

正
式
参
拝
■
要
事
前
申
込
み
）

正
式
参
拝
に
参
列
申
込
を
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
、
カ
ン
フ
ェ
テ
ィ
の

チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
て

【
正
面
指
定
席
】
（八
千
円
）
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お

求
め
い
た
だ

い
て
か
ら
、
下
記
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ

ン
ト
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
お
名
前
な
ど
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（定
員
八
〇
名

・
先
着
順
）

当
会
か
ら
三
輪
神
社
に
正
式
参
拝
者
登
録
を
い
た
し
ま
す
ｃ

こ
ち
ら
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
を
せ
ず
に
正
式
参
拝
さ
れ
ま
し
て
も

記
念
品
な
ど
が
ご
用
意
で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
。

▼
午
後
一
時
三
十
分

（午
後

時
間
場
）
　

　

於

二
輪
山
会
館

能
楽
堂

能
楽
鑑
賞

解

説

「
能
楽
五
人
囃
子

の
紹
介
」

「
三
輪

の
能

と
三
輪

山
伝
説
」

岬一数
味
方
　
　
玄

一
一
一
　
一鵬
Ⅷ
・
玄
賓
僧
都
宝
十
一　
欣
哉

問
　
　
　
　
里
男

小
笠
原
弘
晃

味
方
　
　
梓

後
見

青
木
　
道
喜

梅
田
　
嘉
宏

鼎

談

「
三
輪
を
巡

っ
て
」

（終
了

午
後
四
時
三
十
分
頃
）

山
本
　
哲
也

大
倉
源
次
郎

青
木
真
由
人

片
山
　
峻
佑

谷
　
弘
之
助

大
江
　
泰
正

地
謡

井
戸
片
山
浅
井
大
江

良
祐
仲
吾
文
義
信
行

関
　
　
容
子

関
　
　
裕
二

大
倉
源
次
郎

LINE

正式参拝申込み専用

LINE公式アカウント

井
上
斉
藤

敬
敦 介

一三
輪
」
あ
ら
す
じ

晩
秋
、
三
輪
の
山
陰
に
庵
を
結
ぶ
玄
賓
僧
都

（ワ
キ
）
の

も
と

へ
、
毎
日
手
向
け
の
水
を
汲
み
、
訪
ね
て
く
る
女

（シ
テ
）
が
い
る
．
あ
る
晩
、
女
は
玄
賓
に
、
今
宵
は
夜
寒

ゆ
え
衣
を

一
枚
賜
り
た
い
と
頼
む
。
玄
賓
は
快
く
応
じ

て
女
に
衣
を
与
え
、
つ
い
で
に
住
み
か
を
尋
ね
る
と
、

女
は

「一
輪
の
里
の
杉
立
て
る
門
を
目
印
に
訪
ね
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
残
し
て
姿
を
消
す
。
（中
人
〉

三
輪
の
里
人

（ア
イ
）
か
ら
、
三
輪
明
神
の
杉
に
衣
が
掛

か

っ
て
い
た
と
知
ら
さ
れ
た
玄
賓
が
三
輪
明
神
を
訪
ね

る
と
、
御
神
木
の
杉
に
掛
か

っ
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に

女
に
与
え
た
衣
で
あ
っ
た
。

す
る
と
、
そ
の
木
陰
か
ら
神
の
声
が
し
て
女
体
の
三

輪
明
神
が
姿
を
現
し
、
三
輪
山
に
伝
わ
る
神
と
人
と
の

夫
婦
の
説
話
を
物
語
り
、
こ
れ
こ
そ

「神
楽

一
の
は
じ

め
な
り
と
天
岩

戸
の
神
遊
び
を
見
せ
る
と
、
夜
明
け
と

と
も
に
消
え
て
ゆ
く
。

鐵
酪
聞暉

類
Ъ
部「諄
ま弩
“
Ｆ

、
「
蜜

至
　
　
　
　
脚嚇

理

血
鴫
、

ロ ロ  栗遷

冒

能楽鑑賞 畑の会 特別奉納

◆正式参拝 大神 (三輪)神社拝殿
X正 式参拝出席者には三輪LL会館に午前 10時から1′ 演`まて荷物置き場としてクロークを設けます

×三輪LL会館から大神 (三輪)神社拝段までは徒ケ 10分程かかります。
※ 先 着 80名 、 事 前 申 込 み が 必 要 で す 。 (上 記のお申ミみ ご登録方法をこ確認 ください)

◆能楽鑑賞 三輸出会館能楽′:1主
奎曇正面指定席

[コ 指定席

圏:置 普及席

三ヽ輸山会館 能楽堂

〔入場料〕 正面指定席     8,000円
指定席 (中正面・脇正05,000円
普及席 鰯正面後わ   |,000円

〔お申込み・お問合せ〕カソフェアイ
〈WEB〉 htp:〃 COnfetti― Web.COm/@/knOhkal

メこ購入時にG ETTIIS会 員登録 (証料)が必要です

〈電話)0120-240-540(平 日10100～ 18:00)

主催 :能楽鑑賞メ回の会

至桜井

【徒歩】JR「三輪駅」徒歩約 5分 (三輪駅東隣)

【バス】近鉄大阪線「桜井駅」北口2番乗り場より
「三輪明神参道口」下車、徒歩約 10分

(三輪山会館〉桜井市三輪1422番地/TEL 0744-42-6633

■

能
楽
鑑
賞
畑
の
会
特
別
奉
納

大
和
の
地
で
誕
生
し
た
能
楽
は
日
本
各
地
の
伝

説
を
大
和
に
伝
え
る
と
共
に
、
大
和
の
物
語
を
世

界
に
広
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。

終
曲
部
に
謡
わ
れ
る

『思
え
ば
伊
勢
と
三
輸
の

神
、　
一
体
分
身
の
御
事
。
』
と
謡
い
継
が
れ
た
謎
の

一
文
が
纏
向
古
墳
の
発
掘
調
査
で
伊
勢
神
明
造
と

出
雲
大
社
造
り
が
仲
良
く
並
ん
で
出
て
き
た
こ
と

で
証
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

国
づ
く
り
の
神
話
が
伝
え
る
古
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
現
代

へ
の
警
鐘
。

関
容
子
様
と
関
裕
二
様
を
お
迎
え
し
日
本
最
古

の
神
社
で
能
楽
を
題
材
に
語
り
合
う
こ
と
で
日
本

文
化

の
底
流
を
知
る
き

っ
か
け
と
な
る
こ
と
で

，し
よ
つヽ
。

能
楽
小
鼓
方
大
倉
流
十
六
世
宗
家
　
大
倉
源
次
郎

二輪山本  協力 :一般社団法人 伝統文化交流協会lヵ劣す彗,

日

瑯粘

渕


